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2000

工芸体験コーナー

ラベンダーの花かごづくり

ハーブ飴2階の=房にて､

30分で手軽に作れます｡

午前9時30分～午後2時30分

500円～

ハーブ苗無料プレゼント

期間中､先着順(平日50人､±･日

100人)にハーブの苗をプレゼント

します｡
～　ハーブの種類　～

ラベンダー･カモミールなど
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今
年
で
4
回
日
と
な
る
ハ
ー
ブ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
｡
ラ
ベ
ン
ダ
ー
を
は
じ
め
と
す

る
ハ
ー
ブ
た
ち
も
株
が
大
き
-
な
り
､
鮮

や
か
な
色
と
香
り
で
来
園
者
を
楽
し
ま
せ

ま
す
｡期

間
中
に
訪
れ
る
人
の
数
は
'
年
々
増

え
て
お
り
､
今
年
は
お
よ
そ
2
8
-
0
0

0
人
の
人
出
が
予
想
さ
れ
'
松
田
山
は
大

変
な
賑
わ
い
を
み
せ
ま
す
｡

今
が
盛
り
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
や
カ
モ
ミ
ー

ル
な
ど
1
8
1
種
類
'
1
6
ー
5
0
0
株

も
の
ハ
ー
ブ
が
初
夏
の
香
り
い
っ
ぱ
い
で
､

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
ま
す
｡

ま
た
､
期
間
中
に
は
ハ
ー
ブ
は
も
ち
ろ

ん
､
さ
ま
ざ
ま
な
地
場
産
品
が
直
売
さ
れ

ま
す
｡

問
合
せ

松
田
山
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
℡
8
5
･
1
1
7
7

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
　
℡
8
2
･
0
3
6
7

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
℡
糾
･

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
問
合
せ

℡
8
3
･

あ
じ
さ
い
崇
問
合
せ

開
成
町
経
済
課

℡
糾

期
間
中
に
は
､

ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ

ン
1
開
成
町
あ

じ
さ
い
の
里
1

開
成
駅
を
結
ぶ

無
料
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
が
運
行
さ

れ
ま
す
｡

※
ハ
ー
ブ
ガ
ー

デ
ン
と
l
R
松

田
駅
間
の
単
独

便
も
あ
り
ま
す
｡

1
R
松
田
駅
北
口
1

姥tJt}

松
田
山
ハ
ー
ブ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
､

6
月
1
 
0
日
出
～
1
 
8
日
㈲
に
開
成
町
で
開

催
さ
れ
る
｢
あ
じ
さ
い
祭
｣
を
､
広
域

連
携
の
T
環
と
し
て
｢
あ
し
が
ら
花
ま

つ
り
｣
　
の
名
称
で
p
R
L
ま
す
｡
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基本構想原案まとまる
､′成13年度 �� 
辛 平成17年度 俐r�gｲ�lr��｢�莱 施 p基計 画 

本倒 計 画 毒蓋 計 画 

平成18年度 平成22年度 剋ﾀ 施 基富 

本 計 璽 後実 型削 画_ 

地域別懇話会を開催

町
で
は
､
昨
年
度
か
ら
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す

『
松
田
町
総
合
計
画
2
 
1
』
　
の
基
本
構
想
原
案
が
､
こ
の

ほ
ど
ま
と
ま
り
ま
し
た
｡
こ
の
基
本
構
想
は
､
平
成
2
2

年
度
(
2
0
1
0
年
度
)
　
の
松
田
町
の
め
ざ
す
将
来
像

を
措
き
､
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
基
本
方
針
を
明
ら

か
に
す
る
も
の
で
す
｡
原
案
を
策
定
す
る
ま
で
'
昨
年

6
月
に
全
世
帯
を
対
象
に
実
施
し
た
町
民
意
識
調
査

や
1
 
1
月
の
地
域
別
懇
話
会
な
ど
に
よ
-
､
町
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
で
き
る
限
-
反
映
し
ま
し
た
｡
現
在
'
総

合
計
画
審
議
会
に
諮
-
審
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
'
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
｡

計

画

の

構

想

と

期

間

こ
の
総
合
計
画
は
'
2
1
世
紀
最
初
の
1
0
年
間
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り

の
方
向
性
を
示
し
た
も
の
で
'
名
称
を
『
桧
田
町
総
合
計
画
2
 
1
』
と
し

ま
す
｡計

画
は
､
基
本
構
想
､
基
本
計
画
､
実
施
計
画
の
3
つ
で
構
成
さ
れ
'

基
本
構
想
は
､
平
成
2
2
年
度
(
2
0
1
0
年
度
)
を
目
標
に
し
た
計
画

と
し
ま
す
｡

■
基
本
構
想

平
成
1
3
-
2
2
年
度
の
1
0
年
間

基
本
構
想
は
､
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
理
念
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
､
人
口
フ
レ
ー
ム
や
土
地
利

用
構
想
な
ど
を
示
し
ま
す
｡

■
碁
本
計
画

【前期】
平
成
1
3
-
1
 
7
年
度
の
5
年
間

【後期】
平
成
1
 
8
-
2
2
年
度
の
5
年
間

基
本
計
画
は
'
基
本
構
想
を
具

現
化
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を

体
系
的
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
り

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
分
野
別
計

画
で
構
成
し
ま
す
｡

雷
実
施
計
画

3
年
間

実
施
計
画
は
､
基
本
計
画
に
示

さ
れ
た
施
策
を
具
現
化
す
る
た
め

の
財
政
計
画
で
､
最
初
の
2
年
間

終
了
時
に
､
次
の
3
年
間
の
計
画

を
作
成
す
る
ロ
ー
リ
ン
グ
方
式
㈱

と
し
ま
す
｡

㈱
ロ
ー
リ
ン
グ
方
式
と
は
-

実
績
と
計
画
の
整
合
を
評
価
し

な
が
ら
'
あ
る
〓
疋
期
間
ご
と
に

計
画
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
方

法
｡

領
と
請
譜
G
せ
き
せ
き
･
ま
つ
t
J

『
松
E
]
j
町
総
合
計
画
2
1
』
に
お
け
る
町
の
め
ざ
す
将
来
像
は
､
〝
緑
と
清
流
の
生
き
生
き
･
ま
つ
だ
〟

で
す
｡
こ
の
将
来
像
を
達
成
す
る
た
め
の
基
本
方
針
を
ー
左
の
-
つ
の
動
詞
で
表
し
､
施
策
の
キ
ー
･

ウ
ー
ド
と
し
て
ー
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
｡

な
お
ー
こ
れ
ら
の
ま
ち
づ
く
り
施
策
を
展
開
す
る
に
あ
た
っ
て
は
､
｢
良
好
な
自
然
景
観
の
保
全
と
快

適
な
生
活
環
境
の
確
保
｣
を
め
ざ
し
て
ー
平
成
-
年
1
 
2
月
に
制
定
し
た
『
ま
ち
づ
く
り
条
例
』
を
活
用

し
て
い
き
ま
す
｡ま

も

る

　

◆

』
こ
の
よ
う
な
方
針
で
す
｡

町
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
ま
も

り
､
か
つ
環
境
に
配
慮
し
た
生
活

基
盤
を
整
え
'
環
境
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
-
り
の
方
針
を
表
L
t
と

り
わ
け
環
境
を
ま
も
る
意
志
を
強

調
し
ま
す
｡

■
こ
の
よ
う
な
施
策
を
推
進
し
ま
す
｡

(
自
然
環
境
の
保
護
と
活
用
)

･
森
林
資
源
や
水
環
境
の
保
全

･
や
ど
り
き
水
源
林
の
活
用

･
自
然
を
生
か
し
た
地
域
産
業
の

振
興

環
境
に
や
さ
し
い
町

(
環
境
管
理
と
公
害
防
止
)

･
ご
み
の
減
量
化
と
再
資
源
化

二
酸
化
炭
素
等
排
出
量
の
削
減

と
公
害
防
止

(
環
境
美
化
の
意
識
づ
く
り
)

投
げ
捨
て
防
止
や
町
民
と
の
連

携
に
よ
る
美
化
運
動

(
水
道
事
業
の
充
実
)

上
水
道
施
設
の
整
備
と
維
持
管

理
の
充
実

寄
地
区
に
お
け
る
簡
易
水
道
の

統
合
'
公
営
化

(
下
水
道
の
整
備
)

公
共
下
水
道
の
維
持
管
理
と
区

域
の
拡
大

･
市
街
化
調
整
区
域
の
下
水
処
理

施
設
の
調
査
研
究

(
寄
地
区
の
汚
水
処
理
)

寄
地
区
の
生
活
排
水
処
理
施
設

整
備
計
画
の
樹
立

町
に
よ
る
合
併
処
理
浄
化
槽
管

理
の
一
元
化

生
活
排
水
処
理
財
源
の
創
設

(
ご
み
処
理
と
リ
サ
イ
ク
ル
)

ご
み
の
分
別
収
集
の
徹
底
と
意

識
高
揚

ご
み
の
再
資
源
化
の
支
援

ご
み
処
理
体
制
の
充
実

さ

さ

え

る

　

◆

『
こ
の
よ
う
な
方
針
で
す
｡

防
災
･
消
防
な
ど
地
域
の
安
全

を
ま
も
り
'
福
祉
な
ど
安
心
な
暮

ら
し
を
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
の

方
針
を
表
し
ま
す
｡

』
こ
の
よ
う
な
施
策
を
推
進
し
ま
す
｡

(
防
犯
と
交
通
安
全
)

･
防
犯
灯
の
設
置
や
交
通
安
全
施

設
の
整
備

･
交
通
規
制
の
見
直
し
に
よ
る
安

全
な
社
会
環
境
の
創
出

へ
防
災
対
策
)

･
自
主
防
災
組
織
の
充
実

･
防
災
資
機
材
'
備
蓄
物
品
の
整

備
･
緊
急
時
の
情
報
提
供
体
制
の
整

備

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

t

■

■

■

t

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

t

 

t

■

安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
町

(
防
笑
拠
点
と
し
て
の
庁
舎
建
設
)

･
防
災
拠
点
の
機
能
や
町
民
サ
ー

ビ
ス
と
情
報
拠
点
と
し
て
の
新

庁
舎
の
早
期
建
設

(
消
防
体
制
の
充
実
)

･
消
防
団
や
足
柄
消
防
組
合
と
の

効
率
的
な
連
携
体
制
の
確
立

･
消
防
施
設
の
充
実
'
強
化

消
防
訓
練
'
広
報
等
に
よ
る
火

災
予
防

(
河
川
･
砂
防
･
治
山
の
整
備
)

酒
匂
川
'
川
音
川
､
中
津
川
の

河
川
改
修
促
進
を
要
望

親
水
空
間
の
整
備

砂
防
指
定
地
の
整
備
や
治
山
事

業
の
促
進
を
要
望

広
葉
樹
の
植
林
の
推
進

(
社
会
保
障
の
充
実
)

)

･
国
民
健
康
保
険
の
財
政
健
全
化

と
被
保
険
者
の
健
康
増
進

･
国
民
年
金
の
加
入
促
進

･
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
体

制
の
整
備
促
進

近
隣
市
町
と
連
携
し
た
介
護
保

険
施
設
の
誘
致

(
健
康
づ
く
り
と
地
域
医
療
)

健
康
相
談
や
各
種
検
診
等
の
充

実健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
の
有
効

利
用

町
立
診
療
所
の
機
器
充
実
と
地

域
医
療
体
制
の
強
化

(
地
域
福
祉
の
展
開
)

地
域
福
祉
推
進
体
制
の
確
立

保
健
'
医
療
'
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

(
高
齢
者
福
祉
の
充
実
)

二
日
同
齢
者
へ
の
総
合
支
援
サ
ー
ビ

ス
提
供
の
仕
組
み
づ
く
り

･
地
域
活
動
へ
の
参
加
や
生
涯
学

習
の
場
づ
く
り

･
地
域
と
関
わ
り
を
も
つ
生
き
が

い
づ
く
り

⊥
口
同
齢
者
に
や
さ
し
い
住
ま
い
や

ま
ち
づ
く
り

(
障
害
者
福
祉
の
充
実
)

相
談
'
訓
練
'
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

公
共
施
設
を
は
じ
め
と
す
る
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化

へ
子
育
て
環
境
の
充
実
)

保
育
所
の
整
備
と
充
実

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
創
設

へ
消
費
者
の
保
護
)

消
費
者
意
識
の
啓
発

近
隣
市
町
と
の
連
携
に
よ
る
相

談
'
指
導
体
制
の
充
実
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私
た
ち
は
'
緑
と
清
流
の
豊
か

な
自
然
と
地
域
の
安
全
､
活
力
あ

る
産
業
や
文
化
が
一
体
と
な
っ
た

松
田
の
環
境
を
ま
も
り
'
か
つ
整

え
'
人
と
地
域
が
連
携
し
た
生
き

生
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
-
り
を

め
ざ
し
､
｢
環
境
を
ま
も
り
､
連
携

す
る
ま
ち
づ
く
り
｣
を
基
本
理
念

と
し
て
'
次
世
代
へ
継
承
し
て
い

き
ま
す
｡

町
の
将
来
像
は
､
基
本
理
念
の

考
え
か
ら
'
｢
緑
と
清
流
の
生
き
生

き
･
ま
つ
だ
｣
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
よ
っ
て
表
現
し
ま
す
｡

こ
れ
に
は
､
生
き
生
き
と
し
た

町
は
､
生
き
生
き
と
し
た
人
が
担

い
'
大
切
に
し
て
町
の
活
性
化
を

図
る
と
い
う
考
え
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
｡

ま
た
､
｢
縁
と
清
流
｣
は
､
現
有

資
源
で
あ
る
自
然
環
境
を
代
表
す

る
と
と
も
に
､
町
民
意
識
調
査
で

も
多
-
の
皆
さ
ん
に
支
持
さ
れ
た

こ
と
か
ら
用
い
ま
し
た
｡

今
後
'
想
定
さ
れ
る
人
口
の
伸

び
は
､
市
街
化
区
域
内
の
可
住
地

の
う
ち
'
現
在
､
宅
地
化
さ
れ
て

い
な
い
土
地
の
宅
地
供
給
に
よ
る

も
の
が
想
定
さ
れ
'
生
活
環
境
が

整
っ
た
場
所
か
ら
徐
々
に
宅
地
化

が
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
､
人
口
の

増
加
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
'

こ
の
垂
口
同
の
伸
び
が
上
限
値
と
考

え
ら
れ
ま
す
｡

そ
の
1
万
で
'
封
鎖
人
口
㈱
と

し
て
の
自
然
減
が
下
限
値
と
し
て

想
定
さ
れ
ま
す
｡

本
計
画
で
は
､
上
限
値
で
あ
る

1
4
-
5
0
0
人
を
平
成
2
2
年
の

目
標
人
口
と
設
定
し
ま
す
｡

㈱
封
鎖
人
口
と
は
-

出
生
･
死
亡
率
の
み
を
勘
案
し

た
人
口
推
移
｡

『
市
街
化
B
L
/
域

松
田
地
区
の
5
7
1
h
a
を
中
心
と
し
た
都
市
計
画

区
域
の
う
ち
'
1
9
8
血
の
市
街
化
区
域
は
'
駅
周

辺
を
商
業
系
､
酒
匂
肝
沿
い
の
既
存
工
業
地
を
工
業

系
'
そ
れ
以
外
を
住
居
系
と
す
る
､
現
行
用
途
地
域

を
基
本
に
､
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
に
適
し
た
良
好
な
環

境
づ
-
り
に
努
め
ま
す
｡
ま
た
､
商
業
系
地
域
に
お

い
て
は
'
高
度
利
用
が
高
ま
っ
た
時
点
で
計
画
的
な

土
地
利
用
の
誘
導
を
図
り
ま
す
｡

ま
た
､
旧
国
鉄
(
東
鉄
)
　
跡
地
は
'
民
間
活
力
導

入
な
ど
を
検
討
し
な
が
ら
､
有
効
利
用
を
図
り
ま
す
｡

■
市
街
化
調
整
区
域

都
市
計
画
区
域
内
の
6
5
･
3
%
に
あ
た
る
3
7
3

h
a
が
市
街
化
調
整
区
域
で
'
そ
の
大
部
分
の
土
地
が
東

名
高
速
道
路
以
北
の
松
田
山
南
斜
面
に
あ
り
'
農
地
や

山
林
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
'
防
災
面
で
重
要

な
位
置
で
あ
る
こ
と
か
ら
'
市
街
化
を
抑
制
L
t
現
況

の
土
地
利
用
を
維
持
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
ま
す
｡

一
方
､
土
地
の
利
活
用
を
図
る
必
要
性
の
あ
る
と

こ
ろ
は
､
市
街
化
区
域
へ
の
編
入
を
推
進
し
ま
す
｡

■
都
市
計
画
区
域
外

松
田
山
南
斜
面
の
中
腹
か
ら
寄
地
区
ま
で
の
3
1

2
0
4
h
a
が
都
市
計
画
区
域
外
で
あ
り
'
町
域
の
8

4
･
9
%
を
占
め
て
い
ま
す
｡
こ
れ
ら
の
地
域
は
'

農
業
振
興
地
域
内
農
用
地
や
保
安
林
'
自
然
環
境
保

全
地
域
'
丹
沢
大
山
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る

た
め
'
森
林
資
源
の
保
護
と
県
の
や
ど
り
き
水
源
林

の
活
用
､
優
良
農
地
と
し
て
の
利
用
を
図
り
ま
す
｡

1
万
㌧
既
存
集
落
と
そ
の
周
辺
に
立
地
す
る
新
た

な
住
宅
地
や
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
等
に
つ
い
て
は
'
一

体
的
な
集
落
環
境
の
形
成
や
自
然
環
境
と
の
調
和
の

面
か
ら
'
住
居
系
の
用
途
に
準
じ
た
運
用
を
図
り
ま
す
｡

ま
た
､
採
石
跡
地
の
活
用
方
針
を
検
討
し
､
有
効

活
用
を
図
り
ま
す
｡

つ

く

る

　

◆

■
こ
の
よ
う
な
方
針
で
す
｡

農
林
業
､
商
工
業
な
ど
地
域
の

産
業
を
盛
ん
に
す
る
と
と
も
に
'

市
街
地
整
備
な
ど
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
-
り
の
方
針
を
表
し
ま
す
｡

■
こ
の
よ
う
な
施
策
を
推
進
し
ま
す
｡

(
都
市
農
業
の
確
立
)

･
農
業
の
観
光
化
と
直
売
体
制
の

推
進

･
農
地
の
有
効
利
用
と
都
市
住
民

と
の
交
流
事
業
の
促
進

へ
林
業
の
育
成
)

･
森
林
組
合
に
よ
る
施
業
や
管
理

の
支
援

･
や
ど
り
き
水
源
林
と
の
連
携
に

活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
町

よ
る
事
業
の
推
進

(
商
工
業
の
振
興
)

中
心
市
街
地
商
業
活
性
化
対
策

事
業
の
支
援

生
活
者
直
結
型
の
商
店
街
づ
-

り既
存
企
業
の
経
営
指
導
や
工
業

系
用
地
集
団
化
の
検
討

(
観
光
の
振
興
)

自
然
を
生
か
し
た
観
光
資
源
や

特
産
物
の
開
発

宣
伝
な
ど
推
進
体
制
の
充
実

独
立
採
算
制
を
基
本
と
し
た
西

平
畑
公
園
の
新
た
な
経
営
手
法

(
市
街
地
の
整
備
)

狭
小
幅
員
の
町
道
等
の
計
画
的

な
改
良

未
利
用
地
の
活
性
化
が
必
要
な

地
域
の
ま
ち
並
み
形
成
と
町
道

の
新
設
'
改
良

旧
国
鉄
跡
地
の
民
間
活
力
導
入

な
ど
に
よ
る
有
効
利
用

(
土
地
の
利
活
用
)

松
田
山
南
斜
面
の
保
全

松
田
町
特
定
地
域
土
地
利
用
計

画
㈱
の
見
直
し

㈱
特
定
地
域
土
地
利
用
計
画
-

都
市
計
画
区
域
外
に
お
け
る

土
地
利
用
を
図
る
計
画

採
石
跡
地
の
有
効
利
用
の
検
討

(
駅
周
辺
の
核
づ
く
り
)

駅
前
広
場
等
の
基
盤
整
備
事
業

の
推
進

再
開
発
事
業
計
画
の
立
案

(
道
路
･
橋
梁
の
整
備
)

第
二
東
名
及
び
国
道
2
4
6
号

バ
イ
パ
ス
の
建
設
促
進
や
県
道

の
改
良
促
進
の
要
望

町
民
参
加
に
よ
る
都
市
計
画
道

路
網
確
立
の
推
進

(
公
図
･
緑
地
の
整
備
)

ス
ポ
ー
ツ
広
場
機
能
を
も
つ
親

水
公
園
等
の
整
備

(
住
宅
の
整
備
)

二
世
帯
住
宅
の
建
設
支
援

町
営
住
宅
の
民
間
借
り
上
げ
制

度
の
活
用

へ
交
通
体
系
の
整
備
)

鉄
道
輸
送
力
増
強
の
要
望

バ
ス
路
線
存
続
の
た
め
の
関
係

機
関
と
の
連
携
強
化

は
ぐ
く
i
?
　
◆

■
こ
の
よ
う
な
方
針
で
す
｡

学
校
教
育
や
生
涯
学
習
な
ど
を

通
じ
て
､
生
き
生
き
と
し
た
人
を

つ
-
り
､
地
域
文
化
を
育
む
ま
ち

づ
-
-
の
方
針
を
表
し
ま
す
｡

■
こ
の
よ
う
な
施
策
を
推
進
し
ま
す
｡

(
就
学
前
教
育
と
学
校
教
育
の
推
進
)

･
3
歳
児
保
育
な
ど
就
学
前
教
育

の
環
境
整
備

･
情
報
教
育
､
環
境
教
育
'
心
の

教
育
'
国
際
理
解
教
育
の
推
進

･
家
庭
や
地
域
と
連
携
す
る
学
校

･
生
き
生
き
と
し
た
人
と
文
化
の
町

づ
-
り

(
青
少
年
の
健
全
な
育
成
)

青
少
年
の
健
全
な
教
育
の
た
め

の
組
織
や
体
制
の
強
化

青
少
年
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
地

域
活
動
の
実
践

(
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
)

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
-
り
の

意
識
啓
発

審
議
会
等
へ
の
女
性
の
参
画
促

進女
性
プ
ラ
ン
の
策
定
と
推
進

(
生
涯
学
習
の
推
進
)

多
様
な
生
涯
学
習
ニ
ー
ズ
の
把

握
と
推
進
体
制
の
充
実

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
民
間

教
育
施
設
と
の
連
携

地
域
集
会
施
設
等
を
利
用
し
た

交
流
の
促
進

(
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
･
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
)

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
'
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
大
会
等
の
充
実

へ
人
権
教
育
の
推
進
)

人
権
'
同
和
教
育
の
推
進
と
啓

発
活
動

(
文
化
活
動
の
推
進
)

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

文
化
､
芸
術
活
動
や
自
主
事
業

の
推
進

松
田
山
美
術
館
(
仮
称
)
の
開

館
に
向
け
て
の
支
援

図
書
館
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の

充
実

(
文
化
財
の
保
護
と
活
用
)

文
化
財
保
護
の
意
識
高
揚

保
護
団
体
や
伝
統
芸
能
の
後
継

者
育
成

ぢ

す

ぶ

　

◆

■
こ
の
よ
う
な
方
針
で
す
｡

町
民
参
加
や
行
政
運
営
な
ど
町

民
と
行
政
が
協
調
し
､
人
と
地
域

が
連
携
す
る
ま
ち
づ
-
り
の
方
針

を
表
し
ま
す
｡

』
こ
の
よ
う
な
施
策
を
推
進
し
ま
す
｡

(
町
民
参
加
と
情
報
公
開
)

･
情
報
公
開
条
例
及
び
個
人
情
報

人
と
地
域
が
連
携
す
る
町

保
護
条
例
の
制
定

審
議
会
等
委
員
の
公
募
制
の
採

用(
新
た
な
時
代
の
行
政
運
営
)

行
政
組
織
の
簡
素
化
'
効
率
化

民
間
活
力
の
導
入

職
員
の
資
質
と
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上

(
合
理
的
な
財
政
運
営
)

財
源
の
確
保
と
優
先
順
位
の
高

い
事
業
へ
の
重
点
配
分

合
理
的
な
財
政
運
営
の
推
進

(
新
た
な
時
代
の
地
域
づ
く
り
)

自
治
会
組
織
の
確
立

町
民
と
の
連
携
に
よ
る
特
色
あ

る
地
域
づ
-
り

地
域
へ
の
事
業
委
託
の
可
能
性

に
つ
い
て
の
検
討

(
交
流
事
業
の
推
進
)

都
市
と
農
村
'
姉
妹
町
と
の
交

流
事
業
の
推
進

外
国
人
講
師
を
通
じ
て
の
国
際

理
解
教
育
の
推
進

へ
新
た
な
時
代
の
広
域
連
携
)

足
柄
上
地
区
広
域
行
政
協
議
会

な
ど
と
の
連
携
強
化
と
広
域
行

政
の
推
進

近
隣
自
治
体
と
の
広
域
連
携

市
町
の
合
併
問
題
の
調
査
'
研

究
の
推
進
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平成12年6月1日

児童手当の内容

対象年齢 ��

手当月額 ��c����(��Rﾃ���冷�
第3子以降10,000円 

支払時期 �(ﾈ粤hﾈ粤��ﾈ��

平成11年分所得制限限度額

扶養親族等 倬�;h詹9b�特例給付 

の人数 宙ﾙ�j�霎���?ﾈ�"��(厚生年金加入者) 

0人 ��s�iﾈ冷�361万円 

1人 �#�永ﾈ冷�399万円 

2人 �#Ciiﾈ冷�437万円 

3人 �#オiﾈ冷�475万円 

4人 �3#)iﾈ冷�513万円 

5人 �3c�iﾈ冷�551万円 

以後1人増えるごとに､ 38万円が加算されます｡

童　手　当　の　所　得

給与所得控除後の給与などの所得の合計から､

定額(8万円) ･老人扶養(6万円) ･医療費

特別寡姉(38万円)などを控除

支
虜
が
必
要
な

高
著
等
の
た
だ

-
研
修
(
3
級
)
を
実
施
し
ま
す
｡

4
月
1
日
か
ら
介
護
保
険
制
度
の
サ
ー
ビ
ス
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
｡

町
で
は
､
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
以
外
の
制
度
と
し
て
'

支
援
が
必
要
な
高
齢
者
や
身
体
障
害
者
の
方
に
､
さ
ま

ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す

家
庭
に
お
い
て
入
浴
が
困
難
な
､

お
お
む
ね
6
5
歳
以
上
の
虚
弱
高
齢

者
及
び
身
体
障
害
者
を
対
象
と
L
t

巡
回
入
浴
車
を
派
遣
し
､
特
殊
浴

槽
に
よ
る
入
浴
サ
ー
ビ
ス
で
す
｡

※
1
部
費
用
負
担
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
｡

担
当
･
問
合
せ
先

保

健

福

祉

課

　

　

　

　

　

℡

8

3

･

1

2

2

6

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
　
℡
8
3
･
8
3
1
4

6
 
5
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
に
対
し
､
緊
急
時
に
あ
し

が
ら
広
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
に
連

絡
が
と
れ
る
電
話
装
置
を
貸
出
し
'

緊
急
時
に
連
絡
が
と
れ
る
体
制
を

作
り
ま
す
｡

0
円
+
食
管
盲
0
0
円
)

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
地
域
型

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
申
請
､
介
護

相
談
'
情
報
提
供
'
サ
ー
ビ
ス
の

調
整
な
ど
在
宅
で
の
介
護
に
つ
い

て
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
｡

日
常
生
活
に
支
障
の
あ
る
高
齢

者
を
対
象
に
'
介
護
保
険
で
対
応

で
き
な
い
家
事
支
援
･
生
活
支
援

に
つ
い
て
'
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を

派
遣
し
､
高
齢
者
の
日
常
生
活
の

支
援
を
し
ま
す
｡

※
一
部
費
用
負
担
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
｡

日
常
生
活
に
支
障
の
あ
る
虚
弱

高
齢
者
を
対
象
に
'
社
会
的
理
由

に
よ
り
一
時
的
に
介
護
者
が
不
在

と
な
る
場
合
等
の
た
め
､
介
護
福

祉
施
設
等
へ
　
の
短
期
入
所

(
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
)
　
サ
ー
ビ
ス

を
行
い
ま
す
｡

※
一
部
費
用
負
担
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
｡

在
宅
で
寝
た
き
り
高
齢
者
や
痴

呆
性
の
高
齢
者
(
た
だ
し
町
民
税

本
人
非
課
税
)
を
抱
え
る
家
族
に

対
し
て
､
介
護
保
険
で
給
付
対
象

外
に
な
っ
て
い
る
介
護
に
必
要
な

オ
ム
ツ
や
そ
の
他
の
用
品
に
要
す

る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
｡

足
柄
上
地
区
1
市
5
町
で
実
施

す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
｡
事
前

登
録
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
'
高

齢
者
等
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
と

き
､
こ
の
情
報
に
よ
り
早
期
発
見

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
｡

日
常
生
活
に
支
障
の
あ
る
虚
弱

高
齢
者
'
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高

齢
者
及
び
そ
の
介
護
者
で
あ
る
家

族
を
対
象
に
､
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
､
地
域
集
会
施
設
等
の
施
設
を

利
用
し
て
'
教
養
講
座
'
趣
味
講

座
､
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
講
座
や
日
常
動
作
訓
練
な
ど
を

行
い
寝
た
き
り
･
痴
呆
の
防
止
を

図
り
ま
す
｡

※
一
部
費
用
負
担
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
｡
(
1
回
5
0
0
円
+
食

費
5
0
0
円
'
低
所
得
者
は
1
5

6
5
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
や

高
齢
者
だ
け
の
世
帯
を
対
象
に
､

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
手
作
り
給

食
､
配
付
に
よ
る
配
食
サ
ー
ビ
ス

で
す
｡

※
一
部
費
用
負
担
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
｡
(
1
回
2
0
0
円
'
低
所

得
者
は
6
0
円
)

家
庭
に
お
い
て
家
族
を
介
護
す

る
人
が
､
よ
り
安
心
し
て
介
護
に

臨
め
る
よ
う
､
要
介
護
者
を
極
力

寝
た
き
り
に
さ
せ
な
い
よ
う
配
慮

し
っ
つ
適
切
に
介
護
を
行
う
た
め

の
知
識
･
技
術
の
習
得
'
外
部
サ
ー

ビ
ス
の
適
切
な
利
用
方
法
の
取
得

を
目
的
と
し
て
､
家
族
介
護
教
室

を
開
催
し
ま
す
｡

娼

す

今
ま
で
の
児
童
手
当
の
制
度
で

は
､
お
子
さ
ん
が
3
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
た
月
ま
で
受
給
で
き
る
期

間
で
し
た
が
'
制
度
が
改
正
さ
れ
'

小
学
校
就
学
前
(
6
歳
の
誕
生
日

到
達
後
の
最
初
の
年
度
末
)
　
ま
で

受
給
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡

た
だ
し
'
前
年
の
所
得
が
〓
疋

額
以
上
の
場
合
(
平
成
1
 
1
年
分
所

得
制
限
限
度
額
参
照
)
　
に
は
､
児

童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
-
だ
さ
い
｡

支
給
を
受
け
る
に
は
-
･

児
童
手
当
は
'
養
育
者
か
ら
の

申
請
が
な
い
と
支
給
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
｡

制
度
改
正
に
該
当
す
る
の
で
新

規
に
請
求
を
希
望
さ
れ
る
方
は
'

平
成
1
2
年
9
月
2
9
日
ま
で
に
｢
認

定
請
求
書
｣
を
提
出
し
'
申
請
手

続
き
を
し
て
-
だ
さ
い
｡

家
族
介
護
者
が
ヘ
ル
パ
ー
と
し

て
働
け
る
よ
う
'
ヘ
ル
パ
ー
の
資

格
取
得
を
支
援
し
ま
す
｡
対
象
者

は
'
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
同

居
の
家
族
で
'
ヘ
ル
パ
ー
研
修
を

受
講
し
た
場
合
に
受
講
料
の
1
部

を
助
成
し
ま
す
｡

※
詳
細
が
未
定
の
た
め
'
決
ま
り

し
だ
い
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
｡

家
族
介
護
者
等
が
ヘ
ル
パ
ー
の

資
格
取
得
を
出
来
る
よ
う
へ
ル
パ

ま
た
､
3
歳
未
満
の
児
童
を
養

育
し
て
い
て
'
受
給
さ
れ
て
い
な

い
方
で
も
支
給
対
象
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
'
次
に
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
方
は
認
定
請
求
を

し
て
く
だ
さ
い
｡

①
平
成
1
0
年
中
の
所
得
が
限
度
額

を
超
え
て
受
給
で
き
な
か
っ
た
方

で
'
平
成
1
 
1
年
分
の
所
得
が
前
年

分
を
下
回
っ
た
方

②
公
務
員
と
し
て
受
給
し
て
い
た

が
公
務
貞
を
退
職
し
た
方

③
加
入
年
金
制
度
等
に
変
更
が

あ
っ
た
方

支
給
は
原
則
と
し
て
'
認
定
請

求
を
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
開
始

さ
れ
ま
す
｡

現
在
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は

現
在
'
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
は
'
｢
児
童
手
当
現
況

届
｣
を
提
出
し
て
-
だ
さ
い
｡
(
揺

出
し
な
い
と
支
給
す
る
こ
と
が
で

き
な
-
な
り
ま
す
)

該
当
さ
れ
る
方
に
は
通
知
し
ま

す
の
で
､
必
要
書
類
を
6
月
3
0
日

(
金
)
ま
で
に
福
祉
班
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
｡

な
お
'
今
回
の
改
正
に
よ
り
､

現
在
手
当
を
受
け
て
い
て
'
他
に

小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ
ん
が
い

ら
れ
る
方
は
｢
児
童
手
当
現
況
届
｣

と
｢
額
改
定
請
求
書
｣
等
を
併
せ

て
提
出
し
て
-
だ
さ
い
｡

担
当
　
保
健
福
祉
課
℡
甲
1
2
2
6
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今月の行事
おは　な　し会　6日､ 13日､20日の火曜日

午後3時30分-4時

図書館子どもコーナーにて

休　　館　　日　毎週月曜日

寄出張所図書館　毎週水曜日午後1時-4時

新着図書
一一一　一　般　書　一･-

長野まゆみ

宮部みゆき･室井滋

堤　芳郎

日本経済新聞社

林真理子

瀬戸内寂聴

津田ふじ子

村上　龍

童門冬二

波勝一廉

宇土巻子

長谷川三千子

東野圭吾

内田洋子
ブティック社編

五木寛之

シリコンバレー戦国史
魚雅が野潜となるのカ

｢サマーキャンプ｣

｢チテンブイ｣

｢やさしいマジックⅡ｣

｢金融商品の選び方｣

｢死ぬほどすき｣

｢源氏物語の脇役たち｣

｢はぐれの刺客｣

｢共生虫｣

｢異聞奥の細道｣

｢北欧ヴァイキングろまん｣

｢戦う園芸｣

｢正義の喪失｣

｢嘘をもうひとつだけ｣

｢破産しない国イタリア｣

｢たのしいおやつ｣

｢知の休日｣

【今月の1冊】

｢シリコンヴァレー戦国史｣

井上一馬　著

近年､熱い注目を浴びている　Ju--!P/

コンピュータ業界0 -歩先行く

アメリカで若い豆朗凶のペンチヤ
一企業たちはどうやって開発を

すすめ､夢を実現させたのか｡

アメリカのコンビュ-タ業界の

深さがうかがい知れる一冊｡

一一一　児　童　書　ト･-

成美堂出版編
ブラウン

竹下文子

ケストナー

奈良美智

寺村輝夫

｢いちばんやさしいあやとり｣

｢アーサーのたんじょうび｣

｢かなちゃんがいっぱい｣

｢動物会議｣

｢ともだちがほしかったこいぬ｣

｢3じのおやつはきょうふのじかん｣

【今月の1冊】

｢オトカル王の杖｣

工ルジェ

ベルギー生まれのタンタン

少年が主人公のシリーズが始

まったのは1929年｡日本の

マンガとはまた違った楽しさ

があり､世界で半世紀以上も

愛されている作品です｡

*以上は新着205冊の抜粋ですoこの広報に掲載さ

れた新着図書は､ 1日から図書館カウンターにて

予約を受け付けます｡

その他新着図書の展示予約は､ 13日(火)､貸出は

20日(火)から受け付けます｡

消
防
団
本
団
役
員
が
改
選

団
長
に
八
木
栄
二
氏

町
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
及
び
財

産
を
'
火
災
や
自
然
災
害
か
ら
守

る
た
め
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
松
田

町
消
防
団
の
本
団
役
員
が
､
5
月

1
日
付
け
で
交
代
し
ま
し
た
｡

今
回
退
団
さ
れ
た
前
消
防
団
長

の
揮
孝
次
さ
ん
は
'
昭
和
3
7
年
に

第
1
分
団
に
入
団
さ
れ
て
以
来
3
8

年
間
､
前
副
団
長
の
大
館
達
治
さ

ん
は
､
昭
和
4
8
年
に
第
6
分
団
に

入
団
さ
れ
て
以
来
2
7
年
間
と
い
う

長
い
間
､
消
防
･
防
災
活
動
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
｡
ご
苦
労
様
で
し

た
｡

一
方
'
新
し
-
団
長
に
就
任
さ

れ
た
八
木
栄
二
さ
ん
は
'
昭
和
4
6

年
に
第
3
分
団
に
入
団
さ
れ
'
同

分
団
長
を
経
て
'
平
成
2
年
か
ら

副
団
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
｡

ま
た
'
新
し
-
副
団
長
に
就
か

れ
た
鍵
和
田
儀
一
さ
ん
は
'
第
4

分
団
長
を
'
中
津
川
定
雄
さ
ん
は

第
6
分
団
長
を
経
験
さ
れ
て
い
ま

す
｡

立
花
学
園
高
等
学
校
と
防
災
協
定

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
と

き
に
'
身
を
守
る
た
め
一
時
的
に

安
全
な
場
所
に
退
避
で
き
る
オ
ー

校
の
ご
協
力
に
よ
り
､
5
月
1
日

に
協
定
を
結
び
'
新
た
な
｢
避
難

所
及
び
広
域
避
難
場
所
｣
　
の
指
定

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
｢
広
域

避
難
場
所
｣
と
呼
び
ま
す
｡

本
町
は
う
そ
の
地
形
の

特
性
か
ら
山
間
部
が
多
-

平
坦
な
土
地
が
少
な
い
た

め
に
､
こ
の
よ
う
な
ス
ペ

ー
ス
の
確
保
が
難
し
い
土

地
柄
と
言
え
ま
す
｡

を
し
ま
し
た
｡
町

屋
･
店
屋
場
自
治

会
の
皆
さ
ん
に
と

っ
て
は
'
今
ま
で

松
田
中
学
校
が
最

寄
り
の
避
難
場
所

で
し
た
が
'
こ
れ

か
ら
は
川
を
渡
ら

町
で
は
'
7
か
所
を
指
定
し
て

い
ま
し
た
が
'
立
花
学
園
高
等
学

ず
に
避
難
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
｡

担
当
　
庶
務
課
℡
8
3
･
1
2
2
1

′/
/.

〟

)

臨
時
へ
リ
ポ
ー
ト
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す

救
急
活
動
が
あ
っ
た
と
き
'
消
防
機
関
が
患
者
の
容
態
か
ら
判
断
し
て
'
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
出
動
を
要
請
し
ま
す
｡
こ
の
要
請
を
受
け
て
東
海
大
学
病
院
か
ら
出

動
L
t
臨
時
へ
リ
ポ
ー
ト
に
お
い
て
患
者
の
受
け
渡
し
を
行
い
ま
す
｡

町
で
は
こ
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
酒
匂
川
町
民
親
水
広
場
と
寄
み
や
ま
運
動
広
場

ド
ク
タ
ー
へ
り
っ
て
な
に
?

事
故
や
災
害
に
よ
る
政
急
活
動
は
'
常
に

時
間
と
戦
っ
て
い
ま
す
｡
ど
れ
だ
け
早
-
治

療
が
出
来
る
か
に
救
命
率
が
か
か
っ
て
-
る

か
ら
で
す
｡

こ
の
初
期
治
療
･
応
急
処
置
の
充
実
と
迅

速
化
を
図
る
目
的
で
､
救
急
医
療
搬
送
用
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
救
命
救
急
活
動
の
こ
と

を
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
事
業
(
試
行
事
業
)
と
い

い
ま
す
｡

こ
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
　
(
以
下
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
)
伊
勢
原
市
の
東
海
大
学
病
院
に
配
備

さ
れ
て
い
ま
す
｡
機
内
に
は
人
工
呼
吸
器
や

心
電
図
モ
ニ
タ
ー
な
ど
の
医
療
機
器
が
装
備

さ
れ
て
い
て
'
出
勤
時
に
は
医
師
と
看
護
職

員
が
同
乗
L
t
病
院
に
収
容
さ
れ
る
ま
で
応

急
処
置
に
あ
た
り
ま
す
｡

松
田
町
ま
で
の
片
道
飛
行
時
間
は
'
約
7

分
で
災
害
時
や
交
通
渋
滞
'
ま
た
山
間
部
か

ら
の
搬
送
に
威
力
を
発
揮
し
ま
す
｡

の
2
か
所
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
｡
特
に
酒

匂
川
町
民
親
水
広
場
で
は
'
事
業
開
始
以
来
'

ヘ
リ
ポ
ー
ト
と
し
て
9
回
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
｡
(
平
成
1
2
年
5
月
2
4
日
現
在
)

救
急
活
動
は
'
一
刻
を
争
う
も
の
で
す
｡

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
着
陸
す
る
際
に
､
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
'
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
外
に
一
時
移
動
願
い
ま
す
｡

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
｡

試
行
期
間
　
平
成
1
 
1
年
1
 
1
月
1
日
-
平
成
1
 
3
年
3
月
3
 
1
日

午
前
8
時
3
0
分
-
午
後
5
時
　
(
悪
天
候
'
夜
間
を
除
-
)

問
合
せ
先
　
足
柄
消
防
組
合
警
防
課
　
℡
円
･
6
6
6
4

毎
週
日
曜
日
の
午
後
1
時
か
ら
N
H
K
総
合
テ
レ
ビ
で
放
映

さ
れ
､
お
茶
の
間
を
賑
わ
し
て
い
る
｢
欽
ち
ゃ
ん
と
み
ん
な
で

し
ゃ
べ
っ
て
笑
っ
て
｣
の
公
開
番
組
収
録
が
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
す
｡

｢
欽
ち
ゃ
ん
｣
　
の
愛
称
で
お
馴
染
み
､
萩
本
欽
一
さ
ん
の
軽
快

な
ト
ー
ク
に
よ
り
松
田
小
･
寄
小
学
校
の
皆
さ
ん
や
､
ま
だ
ま
だ

元
気
な
百
歳
の
方
を
お
招
き
し
､
全
国
に
松
田
町
を
P
R
L
ま
す
｡

そ
ん
な
番
組
を
'
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
-
だ
さ
る
観
覧
者
を
募

集
し
ま
す
｡

日
時
　
7
月
1
6
日
(
日
)

開
場
　
午
後
3
時
4
5
分

開
演
　
午
後
4
時
3
0
分

場
所
　
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル

主
催
　
N
H
K
横
浜
放
送
局

松
田
町
教
育
委
員
会

放
映
予
定
日

N
H
K
総
合
放
送
8
月
6
日
(
旦
午
後
1
時
～
1
時
4
5
分

観
覧
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
｢
欽
ち
ゃ
ん
と
み
ん
な
で
し
ゃ
べ
っ
て
笑
っ
て

観
覧
希
望
｣
と
明
記
し
'
住
所
･
氏
名
･
電
話
番
号
を
記
入
し

て
申
し
込
ん
で
-
だ
さ
い
｡
1
枚
で
2
名
ま
で
と
し
ま
す
｡

な
お
'
入
場
料
金
は
無
料
で
す
｡

申
込
先

〒
2
5
8
-
0
0
0
3
　
枚
田
町
松
田
惣
領
2
0
7
8

松
田
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー

｢
N
H
K
欽
ち
ゃ
ん
と
み
ん
な
で
し
ゃ
べ
っ
て
笑
っ
て
｣
係
ま
で

締
め
切
り

6
月
3
0
日
(
金
)
　
※
必
着

※
観
覧
希
望
者
多
数
の
場
合
は
､
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
｡

※
入
場
整
理
券
は
'
7
月
上
旬
に
発
送
を
予
定
し
て
い
ま
す
｡

申
込
に
関
す
る
問
い
合
せ

生
涯
学
習
課
℡
8
3
･
7
0
2
1
　
担
当
　
青
木
･
川
本

番
組
に
関
す
る
聞
合
せ

N
H
K
横
浜
放
送
局
　
℡
0
4
5
･
2
1
1
･
0
4
1
8

お
悔
や
み

本
紙
5
月
号
で
紹
介
し
､
地
域
づ
-
り
に
活
躍
を
し
て
い
た
だ
-

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
､
宮
前
自
治
会
長
の
石
井
三
好
さ
ん
が
'

4
月
2
4
日
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
｡

慎
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
｡

な
お
'
後
任
に
は
副
会
長
の
'
米
長
修
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た
｡

よ
ろ
し
-
お
願
い
し
ま
す
｡

住

　

　

　

所

米

　

長

　

　

修

松
田
庶
子
1
8
4

8
3
･
0
1
8
2
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開園時間9:00-17:00　今月の休園日19､ 26日
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ハーブ館工芸教室

ラベンダーの花かご
この時期にしか手に人らか､フレッシュラベンダーを使って､短時間で

でき上がるミニフラワーバスケットを作ります｡

日　時　ハーブフェスティバル期間中毎日開講

3日(土)-18日(日) 9:30-14:30

費　用　500円(材料費別)サイズ　20cmX18cm

然　舘　　　　　　　　　　　　　　　　℡82.7345

催　　し　　物

｢葉脈標本のしおり｣づくり

講師　寄中学校　飯嶋久仁明先生
13:30-15:30

第11回ミニたんけん日

｢若葉の探検と図鑑づくり｣

オリジナル若葉図鑑を作ってみませんか
13:30-15:30

今　　月　　の　　行　　事

ベランダからの双眼鏡
･ホトトギスの鳴き声や､杉の木にキツツキが巣穴をあけている音が聞

こえてきます｡

ナンキンマメの種と育て方の資料を無料配布

こどもの舘　　　　　　　　　　　　　　　　℡82. 9869

催　　し　　物

手作り広場
｢手づくりおもちゃ｣

廃材を利用して手づくりおもちゃを作
りませんか｡

協　力:ハトイからくりおもちゃの会

材料費:50円

対　象:小学生以上

第81回たぐらが劇場

｢雨にうたえば｣
マリンバによる演奏とお話をみんなで楽

しみましょう!

町民文化センター大ITt-ル催し物5 Bd853ワ慧
日 况｢�催し物 丶ｨ��入場料等 偃Xﾜ8�)9��

3 �7��西湘地区高等学校演劇連盟 涛｣���入場自由 伜)fｸﾘ)9乂xﾕ｢�

4 �?｢�｢第15回春季発表会｣ ��3｣����CsR���#��

ll �?｢�第20回相洋高等学校 ��C｣���入場自由 ��ｩvﾘﾘ)9乂xﾕ｢�
吹奏楽部定期演奏会 劍xC#"��#���

14 ��R�県立小田原城北工業高等学校 ��3｣3��関係者 ��冉ｸﾘ)9乂xﾕ｢�
芸術鑑賞会(落語) 劍xC3b������

18 �?｢�ピアノ発表会 ��3｣���入場自由 ��:��
｢ジョイフルコンサート｣ 劍xC�"��C3B�

25 �?｢�ヤマハエレクトーンフェスティバル ��#｣���入場自由 ��Y�ｨｧ舒ﾒ�
｢大村楽器店別大会｣ 劍xC#2��c3��

*内容･入場券等は､主催者に直接お問合せください｡

*主催者の都合により､内容が変更される場合がありますのでご了承ください｡

*駐車場が狭いため､駐車出来ない場合がありますのでご了承ください｡

*今月の休館日は､ 5､ 12､ 19､ 26日です｡

サミットで一躍脚光を浴びた沖縄県名護市｡自分にとっては生まれ故細で

あり､TVで美しい海などが映し出されるたびに郷愁(バカンス気分?)に浸っ

てました｡サミット開催にあたっては､さまざまな施設が建設されたようで､

久しぶりに遊びに行くときは､また違った表情を見せてくれるのでしょうかo

さて､サミットといえば､開催に尽力された小測前首相が亡くなりました｡

丁∨で見た在りし日の前首相は､そのパフォーマンスで政治家には珍しく愛橋

と親しみをおぼえたものです｡しかし､その裏で過酷な分刻みスケジュール

を一生懸命働いた結果として､寂しいものを感じずにはいられませんでした｡

人間､抜くときは抜かないといけないんですかね｡　　　　　　　　Y

NQ420 (6)

鶴ヵメラレポート

パーウゴ化7場末a見え

川音川親水公園にパークゴルフ場(仝9ホール)が完成しました｡

7月中旬のオープンを予定しています｡現在は芝生の養生中ですの

で､コース内への立ち入りはご遠慮ください｡

なお､詳しい利用方法等は本誌7月号にてお知らせします｡

今月の納税田
納期限

町県民税(1期)　　6月30日

国民健康保険税(2期) 6月30日

国民年金保険料(6月分)6月26日

税金等のお支払いは､便利な口

座振替をご利用ください｡

相談(時間は鮒け時間, Bj

法　律

1日㈹･7月3日(局)9:00- ll:00

町民文化センター
心配ごと

5日(月) 10:00 - 12:00

健康福祉センター
15日㈹10:00- 12:00

町民文化センター
26日(月) 10:00 - 12:00

健康福祉センター
人権･行政

15日印10:00 - 12:00

町民文化センター

保健僻は鮒欄) 響

すくすく育児相談
6日㈹9:30- 10:30

健康福祉センター
3歳児健康診査

7日(水)12:50- 13:15

健康福祉センター
3-4か月児健康診査
28日(水) 12:50 - 13:15

健康福祉センター
住　民　検　診

弥勤寺多目的集会施設
13日㈹12:30 - 14:30

健康福祉センター
14日(水)～ 16日睦)

19日(月ト23別封

12:30 - 14:30

人口と世帯数
5月1日現在( )内は前月比

人　口　13,140人(-23)

男　　　6,406人(-12)

女　　　6,734人(-ll)

世　帯　　4,469世帯( 17)

戸籍の窓l日

4月16日から5月15日まで

受け付けた方(敬称略)

お誕生おめでとう

赤ちゃん　　保護者　地　区
りく

科　陸　秀　和　宇津茂

杉

寛　　町　屋

弥勤寺

弥勤寺

な

秦
りゅうのすけ

瀬戸　龍之介　　清

お悔やみ申し上げます

●編集･発行　松田町総務部企画財政課　㊨258-8585枚田町松田惣領2037番地℡83 I 1222
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